
算数科 
【定着状況についての概要】  
○正答率の結果をみると、ほぼ全学年が観点別及び基礎・活用において品川
区や全国の平均を上回っている。 

 

【得意な領域】  

○「数と計算」領域の正答率は、学年が高くなるにつれて品川区や全国の平均
を大きく上回っていた。 

 
2 年 校内…84.9％ 区内…81.8％ 全国…77.4％ 
3 年 校内…79.9％ 区内…77.5％ 全国…73.9％ 
4 年 校内…81.9％ 区内…78.5％ 全国…71.5％ 
5 年 校内…78.4％ 区内…70.7％ 全国…62.6％ 
6 年 校内…82.7％ 区内…72.8％ 全国…62.7％ 

 
基本的な計算問題を解くことは学校全体として、比較的得意であると考えら
れる。 

 

【具体的な課題とその原因】   
〇全学年で「図形」領域の標準スコアが他の領域と比べて低く、特に３年生

の「図形」領域では、唯一、品川区と全国の標準スコアを下回っていた。 
 

3 年 
校内平均･････80.9％ 
品川区平均･･･83.1％ 
全国平均･････50％ 

  
〇原因として、手元に具体物がない中で、頭の中で図形を操作し、答えを導く
力が低いと考えられる。また、どのような形ができるかどうか具体的にイメ
ージをもつことが難しいと考えられる。 

 
【解決のための方策】 

①色板や画用紙などの具体物やデジタル教科書等の ICT 教材を活用して、ど

のように図形が形作られるか、具体的に理解することができるような指導

をしていくことが必要である。 

 

②実際に操作する場合には、十分に理解できていることを確認できるように

指導助手と連携してチームで丁寧に指導できる場を設定する必要がある。 


